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36． 鋼船規則 H編 及び関連検 査要領 にお ける改正 点の解説

　　　　　　　　　　　　　（回転機 ）

1 ．は じ め に

　2003 年 8月 27 凵付規則 第26号及 び 達 第34 号
．
（日本 籍 船

舶用）並 び に 同日 イ・1
’
Rule　No ．30及 びNotice　No ．39 （外 国籍

船舶用）に よ り，鋼船規則 H 編及 び 同検査要領 の
一

部が 改

正 され た 。 以 下 に そ の 内容 に つ い て 解説す る。

2．改正 の 背景

　 回転 機 に 関す る規 定 の うち，外国籍船舶用規則 に お い て

は，1996年の IACS統．一
規則UR 　E13 の 改正 及 び関連IEC 規

格 が 取 り人れ られ て お り，国際的 な技術基 準 に 準拠 した 内

容 と な っ て い る。一方，日 本籍 船 舶用 規則 に お い て は，国

内 法及 びJEC規格 に準拠 して い る ため，必ず しも国際的 な

技術 基準 に 整 合 して い る 訳で は ない
。

　従 来，IACS加 盟 船級 協 会 にお い て も，回 転機 に 関す る複

数の 工EC 規 格 （IEC60034−1，60092−20L　60092−301等）が 発

行 され て い るため，細部の 取 り扱い に 若干 の 差異が 生 じて

い た 。 こ れ を 是 正 すべ く，今般 IACS に お い て 試 験 条 件 を 中

心 と した 回転機 に 関す る 規定 の 見直 しが 行 わ れ
， 上 記 UR

が 改 TF．され た 。 こ れ を契機 に，で きる 限 り外国籍船舶用規

則 と 目 本 籍 船 舶用 規則 との 整合 を図 り，国 際規格 に準拠 し

た 内容 とな る よ う関連規定の 見直 しを行 っ た 。

3，改正の 内容

（1） 改 正 前 の 鋼船規則 H 編 2．4 「回転機」 にお い て は，

　　 日本籍船舶用規則 と外国籍船舶用規則 とで 規定内容

　　 が 異 な っ て い た。こ れ は，外国籍船舶用規則 に つ い

　　 て は ，過 去 に お い て 最新 の 国際 的 な 技術 基 準

　　 （IACS　UR 　E13及 び IEC規 格等）に整合 させ るべ く

　　 規 則 改 止 を行 っ て い るの に対 し，日本 籍 船 舶用 規 則

　　 に つ い て は，制定当初 か ら国内 の 技 術 基 準 と い うべ

　　 き船舶設備規程及 びJEC規格等 の 内容 に合わせ て い

　　 る た めで あ る。今 回 の 改 正 で は，IACS　UR 　E13 の 改

　　 正 内容 を取 り人 れ る と 同時 に，こ れ らの 規則問の 整

　　合を図 っ て い る。た だ し，日本籍 船 舶 用 規 則 にお い

　　 て 国内 法 （船舶 設 備規 程 ）の 要 件 が優 先 され る事項

　　 に つ い て は ，従 前 の 規 定 を その ま ま残 して あ る 。

（2）　回転機の 性能及 び試験方法 に関 す る規 定の うち，過

　　負荷耐力 （H 編 2，4，5），過 速 度 耐 力 （H 編 2．4，7＞，交

　　流発 電 機の 過渡 電圧 変 動 特性 （H 編 2．4．14−3．），交流

　　発電機の 電力不 平衡 （H 編 2，4．14−4．及 び一5．）及 び製

　　 造⊥ 場 に お け る 試験 の 判 定 基 準 （H 編 2，4．15） の 項

　　 目 に つ い て
，
URE13 の 改正 内容 を取 り入 れ ，さ ら

　　 に 関連IEC 規格を参考 と して 両規則間の 整合を図 っ

　　 た。た だ し，国 内規 格 に 基づ き現 在 で も慣 習 と して

　　行 わ れ て い る 温度試験 方法 （零 力率法，温 度推定

　　 法，等価負荷法等） に つ い て は ，IEC 規格 で 要求 さ

　　 れ る 実負荷法 と同等性が あ る と判断 し，そ の まま検

　　 査 妛 領 H2 ．4．15−3，に 残 した 。 ま た，　 IEC に は な い が

　　 従来 よ り国内法 に 基づ き要求 され て い る整流試験 に

　　 つ い て も，その ま まH 編 2．4．15−4．に残 した 。

　 　 　改正 前 と改 正 後 の 試 験 内容 の 相 違 点 を表 1 に 示 す。

（3） 電 動 機及 び その 制 御 器 に関 す る製 造 工 場 にお け る立

　　会試験に つ い て は，IACSURE13 を取 り入 れ，外国

　　 籍船舶に 対 して の み 検査 要領 Hl．2．1に お い て 試 験 の

　　 対象 を50kW 以 Eか ら100kW 以上 に引き上 げた。な

　　 お，日本籍船舶 に つ い て は，国内法 に従 っ て 従来通

　　 りと し，規則 H 編 L2 ，1−1，（4）で い う 「重 要用途の 電

　　動機」 に定義 され る もの は容量 に係 わ らず全 て 試験

　　 の 対 象 とな る。

（4）　回転機軸 の 材料試験 につ い て は，外 国籍船舶 に対 し

　　 て の み IACS　UR 　E13 を取 り入 れ ，規則 H 編 2．4，11−1．

　　 に お い て 試験 の 対象を推進用電動機軸及 び軸発電機

　　 の ロ
ータ軸 に 限定 した 。 従 っ て ，外国籍船舶 に つ い

　　 て は，従 来 要 求 され て い た発 電 機軸 は試験 の 対象外

　　 とな る 。 日本籍船舶に つ い て は，従来通 りの 取 り扱

　　 い とな る。
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表 1 製造 工 場 に お け る試験 に 関す る改正 点 の一
覧表

試験項目 規則 H 編 改正前 旧 本籍船舶用規則｝ 改正 後 （日本籍／外 国 船 舶用 共 通規 則） 参 照

無負荷運転 2．4．15−2． 一一一一一
異常振動等がな い こと URE13 ．4．10

電 圧 変動 2．4、15−3．　 　 　 E次を満足する こと （同 左〕 URE13 、4．4　　　　　　．
2．4．13−4．（1） 直流分 巻発 電機 ： 〔同 左 〕 1EC60092 −301／4．1

無負荷制定電圧は定格電圧の 115％以下 i．．． 一．．．
2．4．13−4．  直流複巻発電機 ： （同左）　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 …lEC60Q92 −3Q1μ．1

全 負荷電圧 は定格電圧の 1．5％以内

暫増減電圧変動曲線 の 各負荷 の 平均値は、
定格電圧の 3％以内 ．．一．．． ．．．．．．．．．

2．4．13−4．〔3〕…直流3線式発竃 樹 （同 左 〕 JG 設備規定 19ア条．
　正／負と中牲線間の電圧差が正負間の

定格電圧の 2％以内一．． ．．．一 ．．．
2．4．14−2． ；交流発電機 ； 伺 左｝ IEC60092−301’

．
4．2

制定電圧 は定格の 2．5％以内一．．
．2．4．14−3． 一一一冂−

交流発電機 ： 過渡時は定格電圧 の 85〜120％以 内 IEC60092−301〆6．2
整流 2．4．15−4． 1τ50％定格電 流まで有害な火花を生じな い こと （同 左 〕 JG 設備規定 193 条

過負荷耐力 2．4．15−5． 次 を満 足すること （同左〕 URE13 ．4．6
〔過電流｝

．…2．4．5 ．直流発電機 ： 直流発電檎 IEO60034−1月 8
〔超過トル ク） 50％過電流 15 秒 定格電流の 150％で 45秒又 は 30秒．．．一．．．．

交 流発 電機 ： 〔同左｝

50％ 過電 流 2分 間

直流電動機 ； 直 流電 動機 ： IEC60034−1月 9

50％超過ト丿レク 15秒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 定恪 トル クの 160％で 15秒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．．．．
i 同期電動楓 　　　　　　　　　　　　　　　…誘 導同期電 動機、非 突極型 同 期電 動 機 ；

50％超過トルク 15秒　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．定格トル クの 135％で 15秒

突極型同期電動機 ；

i 定格トル クの 150％で 15秒一．
誘導電動機 ： 講 導電 動機 ：

5D％超過トルク 15秒 定格 トル クの 16D％で 15秒

持続 短絡電流 2．4．15−6． 一一一一一　　　　　　．．． 次を満足すること UEE13 ．4．7．．．一．一一．．　　　　　　．．
2．4．6−2、 一一一一一

発電機定格電流× 3を2秒以 上持続 IEC60092−301ド4．2
過速度耐力 2．4．15−7、 以 下の 条件 で 2分 間 耐えるこ と 〔同左｝ URE13 ．4．8

2．4．ア 発電機 ：　　　　　　　　　　　　　　．．一． ［EG60034 −1’21
蒸気タ

ー
ビン直統 　定格速度 の 115％ ；交 流機 ：

内燃機関直結 ：　定格速度の 120％　　　　　　　　　　　i 定格 速 度 の 120％
その他； 定格速度の 125％

．
直 流発 電機 ：

定格速度の 120 ％　　．．．一一．．．．．．．．．．．．．．．．．
電動機 ： ．
直巻 ：　定格回転数の 2倍 直巻電動機 ：

製造者の定める安全速度の 110％ 〔＊1｝．一．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．
分 巻 ：　定 格 回転 敢 の 1．25倍 分巻電動機及び他励電動機 ：

定格速度の 120 ％又は無負荷速度の 115％ の

i 大きい 方 〔＊ 2〕

複 巻 ：　無 負荷回 転数の 1．25 倍 速度変動率が35％以下 の 複巻電動機 ；

定格 速 度 の 120 ％又 は 無 負荷速 度の 115 ％ の

大きい 方，ただし，定格速度の

τ50 ％を超 える必要はない （＊ 3）

速度変動率が35％を超える複巻電動機 ：

製造者の定める安全速度の 110％

同 期 ：　 同 期 回転 数 の 1．25倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．
交 流機 ：

定格速度の 120％　　　　．．．．
誘 導 ；　同 期回転数の 1．25 倍 交流機 ：

定格速度 の 120 ％ ．一．．一一一一一
交直両用電動機 ；

無負荷速度の 11D ％　　　　　　　　　　．．．． ．．．一．一．．．．一一冖闇一 永久磁 石 により励 磁 される電 動機 ：

直巻 は 〔＊ 1）又は 〔＊ 3〕．を適用 ，それ以外 は 〔＊ 21を適用

温度上昇 2、4．15−8． 次 を満 足す るこ と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．〔同左） URE13 ．4．5
2．4．3 絶縁種 A，B、E，F，H に つ い て規定 〔同左｝

固定子巻線 に対する温度計法は認められる 固定子巻線に対する温度計法は認められ ない IEC60034一川 6

耐電 圧　　　　　
．
12．4、15−9． 次 を満 足す ること （同左 ）　　r URE13 ．4．9
1

表 H2．5 固定子巻線 ： 固定子 巻線 ： IEG6DO34 −
1．q7

… 0．4kW 以下＝2E ＋500，0．4kW 超え＝2E ＋ 1000 〔〉］ 1kW 以上＝2E＋10GO．1kW 未満＝2B50D 匚V」　　　　　 Ei　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．．．．
直流機界磁 巻線：　2Eヤ1000 匚V｝ 〔同左〕　　　　　．．．．一一一．1 ．．一．

… 電 動機 として起 動 しな い 同 期機 の界 磁 巻 線： 同期機の界磁巻線 ：

… 10E E≦ 5 のとき 10E ．E＞ 500 のとき2E ＋4000 匚V］　　　　．．一．．．．．．．．．一．
「 電動機として起動する同期機 の界磁巻線 ： 同 期機の界 磁 巻線 （巻 線 を短 絡 して起動 又は

1
巻 線抵 抗 の 10倍 未満で起 動す るもの 1：　　　　　　　　 …1

巻線を短絡 し て 起動 ： 10E 匚V ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
巻線 を短 絡 又 は 巻 線抵抗 の 10倍未 満 で起 動 ：

10E 匚V］

i 巻線を開放して 起動 ： 2E ＋1000 匚V ］ 巻線を開放又は巻線抵抗の 10倍以 上で起動 ：

ト 2E＋1000 ［V］

絶縁した起動用回転子巻線 ： 2E 列 OOO ［VI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． ．一．．．．〔同左）

i 巻線形誘導機2次巻線： 〔同左 〕

逆転制動なし： 2E＋1000 ［V］

逆車云制動あり：　 4E †1000 匚V】
…

．．．．．．．．．．．．．．
1 励磁機： 2E ÷1000 （同左｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …

絶縁抵抗 12．4．r5−10、 次を満足すること （同左 〕 lURE13、4．2
i 要 H2．63 × W 〔kVA ＋1000） 匚M Ω1以 上 定格電圧 U ≦ 100D の とき1 ［M Ω ］以 上 ：

1
定格電圧 U≧ 1000 の とき〔U’1000 ）＋ 1 匚M Ω］以上 i

巻線抵抗計測 112、4．15 −11． 一一一一
計 測必 要 URE13 ．4．3
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